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資料 1　要請書（西文和訳、西文）

対日技術協力要請書

ホンデュラス共和国

上下水道公社（SANAA）

テグシガルパ市水供給に係る、M ／ P の見直し、及び緊急計画の F ／ S

1998 年9 月

中米ホンデュラス
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番号処理

＃ 1　 ホンデュラス共和国とテグシガルパ市の位置図

＃ 2　 グァテマラ

＃ 3　 コパン

＃ 4　 サンタ・バルバラ

＃ 5　 大西洋、カリブ海

＃ 6　 イスラス・レ・ラ・バイア

＃ 7　 コマヤグア

＃ 8　 インティブカ

＃ 9　 エル・サルヴァドル

＃10　 フランシスコ・モラサン

＃11　 オランチョ

＃12　 グラシアス・ア・ディオス

＃13　 テグシガルパ市

＃14　 チョルテカ

＃15　 ニカラグァ

＃16　 カリブ海

＃17　 メキシコ

＃18　 ベリーズ

＃19　 グァテマラ

＃20　 ホンデュラス

＃21　 エル・サルヴァドル

＃22　 ニカラグァ

＃23　 太平洋





─ 78 ─

1.4　計画実施の妥当性

1.4.1　現　状

テグシガルパ市は、人口 100 万人を抱えるホンデュラス共和国の首都であり、政治、行政、

教育の中心地である。標高 900 ～ 1,150 メートルの山岳地帯に位置している。

Servicio Aut ónomo Nicional de Acueductos y Alcantarillados（SANAA）は、上下水道施

設の設計、建設、運営、維持管理を担当する国の機関であり、自然・医療・社会環境の保全と

改善に貢献している。

首都テグシガルパ市の上下水道の運営管理には、SANAA 首都圏局が当たっている。現在、

首都では、戸別給水、タンクローリーなどを使って合計 89 万 850 人に飲料水を供給している。

しかし、近年、テグシガルパ市の急激な人口増加に伴い、飲料水の需要も増加し、供給（水

損失量も含む）が追いつかず、水不足が問題となっている（次ページの表を参照）。

特に、夏季は深刻な水不足に見舞われ、厳しい断水措置により多くの地区で 1 日に数時間

しか水の供給を受けられなくなっている。

一方、給水施設からの水損失量は、施設の修復・拡張・整備計画が実施されれば 40％から

30％にまで減らすことが可能だと推定される。同計画はまもなく終了予定であるが、それで

も 100km 程度の導水管は更新されないまま残されることになる。そのため、現在、漏水管理

計画を策定中である。

テグシガルパ市の上水事業には、以下の水源が利用されている。

a. 北東部水源地。ラ・ティグラ山から流下する地表水をピカチョ浄水施設で浄化している。

主に標高の高い地区への給水に利用され、現在の給水量の 17％を占めている。サン・フ

アニト～エル・ピカチョ間の導水施設は既に寿命を迎えており、破損が頻発している。フ

ランス政府の援助で整備計画が実施される予定である。

b. 南部水源地。タトゥンブラ、サバクアンテ両河川に取水施設が建設されている。供給量

はわずかである。ミラフロレス処理施設で処理されている。

c. ロス・ラウレレス・ダム、貯水池。グアセリケ河川水が流れ込んでいる。ダムと浄水施

設は、1975 年に操業を開始し、現在の供給量全体の 34％を占める。

d. コンセプシオン・ダム、貯水池。1993 年にダム、浄水施設、一次配水管を使用開始した。

コンセプシオン浄水施設からテグシガルパ市への給水量は 47％に達する。

e. 地下水。現在、テグシガルパ市には 500 か所の井戸があるが、その多くは、私有及び工

業用である。

上水道施設の効率アップをめざし、既存水源の合理的利用が図られている。雨季は山岳か

ら流下する地表水を最大限に利用し、この間に貯水池の貯水量を増やしておく。夏季になる

と地表水が著しく減少するため、貯水池からの取水量を増やし、市民に給水している。
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1.4.2　国と地方自治体の当該セクター開発政策

中央政府の新たな活動計画（New  Agenda）のなかに定められた開発計画では、保健と教育

部門に重点が置かれている。

本計画は、保健部門に該当する。質・量ともに適切な飲料水の供給をめざす本計画は、テグ

シガルパ市民の健康と生活環境を保障するうえで不可欠であり、そのプライオリティーは高

い。

上下水道事業は、飲料水という生活には欠かすことのできない資源を扱う事業であり、雇

用促進や、市民の生活環境の改善など、社会経済開発での貢献度も高い。

1.4.3　当該セクターで解決すべき問題点

現在、当該セクターでは、以下の問題点を抱えており、本計画の実施によってこれを解消

することをめざしている。

●  テグシガルパ市都市部では水供給量が 30％不足している。

●  現在、集水域として利用されている流域が適切な管理がなされていないため、土壌浸食や、

貯水池の土砂堆積が発生している。

●  各セクターの水消費を適切にモニターするシステムがない。

1.4.4　計画の概要

本計画には、以下の活動が含まれる。

●  地表水源地の評価と現状調査（現在と将来の生産量、流域管理状況、サービス人口、一般・

政府・商業・工業消費量）

●  グアセリケ川はテグシガルパ市に比較的近く、既に貯水池と浄水施設が建設されているた

め、この河川の利用を重点的に考える。

●  地下水源地の評価と現状調査（現在の生産量、サービス人口、一般・政府・商業・工業消

費量など）

●  需要／消費バランスの評価。地区別 1 人当たりの一般消費量の把握

●  現行料金の検討

●  利用可能な水源地に関するマスタープランの策定（プロジェクトの提案、経済分析等）

●  水不足の解消を目的とした、技術・環境・財政的に実現可能な緊急ダム・貯水池建設計画

を提案する。

●  緊急計画及びプライオリティーの高い諸計画にかかわる F ／ S の実施（経済評価、料金計

画、実施計画の策定）

●  技術移転（現地でのセミナー開催と、日本での研修員受入れ）
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1.4.5　案件の目的（短期目標）

●  各セクター（一般、政府関係、商業、工業用水）の水消費量と給水量を把握する。

●  地表水及び地下水の水資源のプライオリティーを技術的、経済的実現性に基づいて決定す

る

●  現在、給水サービスを受けられない市民 30％に水を供給するため短期計画を実施する。

●  2000 年に予想される深刻な水不足問題を緩和する緊急計画を実施する。

1.4.6　計画の目的（長期目標）

●  2015 年を目標とした将来の給水プログラムのプライオリティーを決定する。

●  将来を見越した土壌浸食、土砂堆積対策を講じ、流域の適切な管理と保全を図る。

1.4.7　将来の裨益住民

本計画の裨益住民は、テグシガルパ市中央部に住み、給水サービスを受けられないでいる

約 30 万人の住民である。また、本計画の実施により、乾季の断水対策が緩和されるため、将

来の首都圏住民全体が間接的な裨益住民となる。

1.4.8　国家開発計画における本計画の位置づけ

SANAA は、本計画にトッププライオリティーを置いている。

1.5　調査実施日

計画は 1999 年 4 月に開始し、期間は 16 か月にわたる。

1.6　資金調達先・援助機関（海外も含める）

日本政府の技術協力

1.7　本計画に関連した他の計画

なし

2.　本調査の実施条件

2.1　本調査の必要性と妥当性

1979 年、SANAA は、給水事業マスタープラン調査を実施し、グランデ川のコンセプシオン・

ダムと貯水池建設計画、サバクアンテ川サバクアンテ計画、グアセリケ川サバクアンテ計画が

策定された。1985 年コンセプシオン・ダムが建設され、2000 年までの水需要がカバーされるこ
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とが期待された。一方、サバクアンテ及びキエブラモンテス計画は、2003 年に実施予定であっ

た。しかし、その後、資金難により、マスタープランの見直しを行うことができず、前述のプ

ロジェクトに関する F ／ S も実施されていない。

現在の水需要は約 2.3m3 ／秒とされているが、水源地の不足、消費量測定システムの不備、流

域管理の不備などが原因で、実際の供給量は 1.4 ～ 1.7m3 ／秒（季節によって変動する）であり、

乾季の厳しさによって 30 ～ 45％程度の水不足が生じている。このような状況のなかで、グアセ

リケ川流域において 2000 年までの緊急計画を実施し、現在の深刻な水不足の問題に対処するこ

とが望まれている。

安定した水の供給が受けられないことは、住民の衛生環境に悪影響を及ぼし、ひいては生産

性の低下にもつながる。

2.2　日本の技術協力の必要性と妥当性

これまで日本は、ホンデュラスを含む中南米諸国で大小様々なプロジェクトや調査を実施し

てきており、本分野の技術協力において豊富な技術と経験を有していることは、広く知られる

ところである。また、近年でも、日本政府は、テグシガルパ市の貧困地域への給水サービスを

目的とした地下水開発を実施している。そのため、本件においても日本の協力が得られること

を期待したい。

2.3　開発調査の目的

●  既存水源を最大限活用するとともに、適切な保全管理を行う。

●  新たな地表水利用の可能性をさぐる。

●  乾季でも安定した量と質の給水サービスを実施する。

●  既存及び将来の水源地における土壌浸食や土砂の堆積を抑える。

2.4　調査対象地域

調査対象地域は、面積約 3,000km2 である。このなかには、テグシガルパ市の給水事業に利用

される既存と将来の水源地が含まれている。

2.5　調査範囲

調査は、フェーズ 1 と 2 に分かれ、以下の活動を実施する。

フェーズ 1　マスタープラン

●  過去に実施された調査の見直し。サバクアンテ、キエブラモンテス貯水池建設計画案
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●  気象、水文、地形、地質等のデータの収集と分析

●  地表水及び地下水水資源の開発ポテンシャルの評価。グアセリケ川流域、既存のロス・ラウ

レレス貯水池上流における中間貯水池の建設予定地の評価

●  水文地質調査

●  法律、制度に関する調査

●  社会経済調査

●  給水施設（ダム、取水施設、貯水槽、導水施設、井戸等）リストの見直しと更新

●  各セクターの水消費量と需要の評価（一般、政府関係、商業、工業用水）

●  漏水管理計画の評価と提言

●  環境アセスメント

●  プロジェクト・ファインディングとプライオリティーの決定。経済調査（料金体系の評価も

含む）

●  給水事業マスタープラン報告書の作成

フェーズ 2　F ／ S

調査では、日本政府による協力の実施を前提に、技術的・経済的な実現性を検討したうえ

で、新たな地表水の水源開発を検討する。

●  プライオリティーの高いプロジェクトの選定

　地表水

グアセリケ川流域の緊急計画の策定と、その他の流域におけるプライオリティーの高い

プロジェクトの決定

流量、降水量の測定と分析

貯水システム

処理システム

導水システム

配水システム

環境アセスメント

流域管理対策

施設の予備設計

事業費の概算

料金計画

計画の経済評価

資金調達計画
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　地下水

過去に実施された調査では、テグシガルパ市における地下水開発の可能性は、質・量の双

方の観点から低いことが分かっている。フェーズ 2 における調査は、主に自然流下を含め、

従来の方式では給水が困難な地域を対象に、給水サービスの可能性を検討する。

既存井戸のモニタリング・システム

地下水賦存量と開発ポテンシャルの分析

試験井掘削

掘削試験とボーリング

地下水位観測

水質分析

貯水システム

導水システム

配水システム

環境アセスメント

流域管理対策

施設の予備設計

事業費の概算

料金計画

計画の経済評価

資金調達計画

●  F ／ S 報告書の作成

　技術移転

フェーズ 1 及びフェーズ 2 の調査期間中、以下の要領で技術移転を実施する。

ａ）現地調査への同行を含めたOJT

ｂ）データベースの構築

ｃ）2 回にわたるセミナーの開催（テーマ：マスタープランと F ／ S の内容）

2.6　計画の実施期間

本計画は 1999 年 4 月に開始し、実施期間は 16 か月を予定している。

前半 8 か月間は、グアセリケ川流域の中間貯水池建設緊急計画の策定を含めた、マスタープ

ランの見直しと更新に当てる。

また、後半の８か月間では、F ／ S を実施する。
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2.7　調査の主な成果品

本調査の主な成果品は以下のとおりである。

　マスタープラン調査報告書

　F ／ S 報告書

　中間貯水池建設緊急計画報告書

また、上記に伴い、以下の資料が作成されることとなる。

料金計画

環境アセスメント報告書

2.8　当該要請は他の援助国にも行われているか

していない。

2.9　その他重要と思われる補足情報

なし

3.　調査団への情報提供

3.1　実施機関からのカウンターパートの任命（人数、学歴等）

SANAA は調査の進行に伴い、必要に応じてカウンターパートを任命する。

3.2　調査に関連するデータ、情報、資料、地図など

以下のものを含め、本調査に関連するすべての資料やデータを日本調査団に提供する。

1.  「グアセリケ・ダムⅡ計画マスタープラン調査と設計」

作成：コンソーシアム Lahmeyer International GMBH-Conash、1980

2.  「テグシガルパ市給水計画 F ／ S」最終報告書

作成 Camp Dresser & Mckee International、1987

3.  「テグシガルパ市給水事業　地下水及びエルチレ山水源地開発計画」最終報告書

1987 年12 月

4.  テグシガルパ市給水事業マスタープラン見直し

BCEOM、1989

5.  キエブラモンテス・ダム建設計画案

BCEOM、1990

6.  既存水源地の気候水文データ（SANAA 流域局水文部観測）
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7.  ホンデュラス中央部水文地質図（縮尺 1：250,000）SANAA- 国土地理院、1996

8.  国土地理院作成、テグシガルパ市及びその周辺の地形図（縮尺 1:50,000）、地質図（縮尺 1：

50,000）、地形図（縮尺1：10,000）

9.  テグシガルパ市及び水源地を含む周辺の航空写真（縮尺1：20,000）。国土地理院刊行、1998

年 2 月。

3.3　調査地域の安全に関する情報

調査地域の安全性に問題はない。

4.　総合的な問題（環境、WID、貧困など）

4.1　本調査における環境問題（公害防止、給水、環境管理、排水、森林、生物多様性など）

本調査の主要目的は、既存の水源地を適切に保全しながら水資源を活用することであるため、

本調査や計画の実施が環境に悪影響を及ぼすことはない。

4.2　本計画の実施によって予想される環境（自然・社会）への影響

環境破壊のおそれはない。

4.3　裨益住民としての女性

対象地域の住民の 50％は女性であるため、本計画の裨益効果は男女平等である。

4.4　本計画の実施にあたって、特に女性について留意すべき点

特に留意すべき点はない。

4.5　本計画による女性への影響

悪影響のおそれはない。

4.6　貧困撲滅の効果

テグシガルパ市の貧困地域までの給水事業が拡張されれば、貧困問題の緩和につながる。

また、天災や人災から人命や財産を保護するという意味でも、貧困問題の緩和に貢献する。

4.7　本計画による低所得者層への悪影響

なし
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5.　ホンデュラス国政府の便宜供与

調査の円滑な実施のために、ホンデュラス政府は以下の便宜供与を行う。

5.1　調査団の安全を確保する。

5.2　調査団が調査のためにホンデュラスに出入国し、滞在することを許可すること、それに伴

う事務手続き上、外国人登録、領事手数料を免除する。

5.3　調査団が調査のために持ち込む調査用資機材につき、関税等の税金その他の課徴金を免除

する。

5.4　調査団員が調査の遂行に関して現地にて得た報酬、手当等に対して課せられる所得税等、

及びそれに関連して課される税金その他の課徴金を免除する。

5.5　調査遂行のために日本から持ち込んだ資金や送金をホンデュラスで利用する際に必要な便

宜を与える。

5.6　調査を遂行するうえで私有地又は立ち入り制限区域に立ち入る必要が生じた場合、実施機

関は立ち入り許可を取り付ける。

5.7　調査に関連したデータ、資料、資材を日本における分析のために持ち出す場合にその許可

を取り付ける。

5.8　必要に応じて医療サービスを提供する。ただし、費用は調査団が負担する。

6.　日本人調査団員がボンデュラス滞在中、調査業務の遂行に関連して生じた責任は、日本人調

査団員の故意又は重大な過失でないかぎり、ホンデュラス政府が負うこととする。

7.　SANAA は調査の円滑な実施のために政府機関及び非政府機関と調整を行うこと。

ホンデュラス共和国政府は、日本の調査団が調査を円滑に実施できるよう本要請書の内容が

適用されるよう保証する。
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署名：　　　　　　　　　　　　　　　　

役職：　SANAA 長官

　　　　ホンデュラス共和国政府代表

日付：　1998 年 9 月 10 日
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